
在宅医療 
先進地域情報フェスタ 

 

 

平成２７年３月１日 

徳島市医師会 

豊田健二 



市町村行政に、どう動いてもらう？ 
 

地域格差を、どう解消する？ 

徳島市医師会 

在宅医療の整備のポイント 



徳 島 市 
徳島市 

徳島市イメージキャラクター 
『トクシィ』 

 総人口      256,994人（人口密度 1,344人/㎢） 

高齢者人口   68,218人（高齢化率 26.5%) 



徳島市の強み 
徳島市 

  

   

 

  

１．地理的に恵まれた環境 
 
２．医療・介護の資源が豊富 



地理的に恵まれた環境 
徳島市 

徳島市イメージキャラクター 
『トクシィ』 

 面     積   191.７㎢(東西16km 南北19km)  

                       ※県庁所在地で45番目の広さ (名古屋市の57％) 

 地     理   北部は平野部。西部南部に一部山間部。坂なし。 

 平 均 気 温    16.8℃    年間晴れ日数 全国３位 

平坦で、気候が良く、コンパクトな市！ 

県 庁 



医療・介護の資源が豊富 

徳島市 

徳島市イメージキャラクター 
『トクシィ』 

居宅介護支援事業所112か所 

老人保健施設 15施設 

グループホーム 43施設   

地域包括支援センター 徳島市内で１ヶ所   

                    徳島市医師会が運営 
 

診療所数 256機関（支援診69）〔人口10万人当り数 全国第4位〕 

病院数 47機関（支援病 12）がん連携拠点病院４か所 

歯科診療所数 180機関（歯援診    38機関） 

薬局数        155機関（訪問薬剤管理指導可能63） 

訪問看護ST   29か所 〔人口10万人当り数 全国第3位〕 
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療 
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護 



徳島市 地域包括支援センター 

地域包括支援センター 徳島市内1か所 

 〔徳島市内唯一のセンターを徳島市から市医師会が運営を委託〕 

   〔スタッフ数は約50名、年間相談件数は3万4千件超〕 

  ※日常生活圏域は4圏域（北部・西部・南西部・南東部） 

    ブランチとして中学校区毎に14ヵ所の在宅介護支援センターを設置 

 徳島市内の医療と介護を医師会が運営している 

徳島市 
医師会 



【主な事業内容】             
  ・夜間休日急病診療所  
  ・学校保健：学校医、予防接種 
  ・検   診：特定検診・保健指導、がん検診、物忘れ検診 
  ・介護事業：訪問看護ST、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、居宅介護支援ｾﾝﾀｰ、ﾍﾙﾊﾟｰST 
  ・救急防災対策、糖尿病対策、感染症対策、禁煙対策、産業保健 

 

【日本医師会】 

高い倫理観と使命感を礎に国民の生涯にわたり健康で安全・安心な医療
提供体制の構築。 

医療の公共性を重んじ医療を通じて社会の発展に尽くす。 

  会員数 ６２６人 （開業医 ４１％  勤務医 ５９％） 

 
徳島市医師会 

 



どうなる？！徳島市 
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徳島市 
徳島県 

              ２０１２年（高齢化率）               ２０３５年（高齢化率）    

徳島県    ７７万６千人（28％）                          ６２万２千人（36.7％）    

徳島市    ２６万８千人（24.2％）                         ２２万２千人（34.2％） 

２０年後 
    徳島県 人口 ２０％減  高齢化率８．７％増 

 徳島市 人口 １７％減  高齢化率    １０％増 

   今以上に医療・介護の需要が急速に増加 



 
 

      
 

 
 
徳島大学病院 

 

・ベッド稼働率  86.2％ 
・平均在院日数 17.3日 
・救急を断った件数  回/年 
・退院調整困難者 117件/月 

 
 

 
 
徳島県立中央病院 

 

・ベッド稼働率  91.3％ 
・平均在院日数 9.2日 
・救急を断った件数 754回/年 
・退院調整困難者 20件/月 

 
 

 
 
徳島赤十字病院 

 

・ベッド稼働率  89.0％ 
・平均在院日数 8.7日 
・救急を断った件数 88回/年 
・退院調整困難者 0件/月 

 
 

 
 
徳島市民病院 

 

・ベッド稼働率  75.4％ 
・平均在院日数 11.7日 
・救急を断った件数 278回/年 
・退院調整困難者 4.8件/月 

 
 

                
                          
 

      急性期病院(4病院) 
 

        ・ベッド稼働率          85％             
        ・平均在院日数        11.7日 
        ・救急を断った件数 373回/年     
        ・退院調整困難者      35件/月 
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   今以上に医療・介護の需要が急速に増加 



    急性期病院 
慢性期病院 

介護施設 

 
在宅医療の整備がカギ。 

 

在宅医療 
 



「がん対策基本法」 
 

「がん対策推進基本法」 
 
・緩和ケアの推進 
・がんになっても安心して暮らせる社会    
・療養場所の選択肢 

 
 
 

  
「在宅療養支援診療所」 

 

病院完結型⇒地域完結型 
役割分担の時代へ 

 
急性期病院、回復期病院、慢性期病院、診療所 

 

徳島市医師会 

H.１８年～「在宅医療連携委員会」 発足 

将来の徳島において、 

    安心して療養できる選択肢の１つとして 

       「質の高い在宅医療」 
 

    切れ目のない連携 在宅医療の整備     



 
 

徳島市医師会 

 在宅医療連携委員会(H.18～) 
在宅医療整備計画 

 
  
 

①縦の連携   
 在宅医療支援センター 

  在宅緩和ケアネットワーク 

 後方支援病院ネットワーク 

 がん診療連携拠点病院・ホスピス・在宅緩和ｹｱﾈｯﾄﾜｰｸ・行政 

 の連携会議 

②横の連携 

 在宅療養支援診療所24時間ネットワーク 

③情報発信 

 HPで在宅療養支援診療所の紹介（市民や入院医療機関向け） 

④スキルアップ事業 

 在宅医療連携研修会（勉強会） 
 

 

 

 



   目的：全国各地に在宅医療の拠点を作る。 

 

厚生労働省  
在宅医療連携拠点事業（モデル事業） 

 平成２３年度 在宅医療連携拠点事業 

             採択事業所：全国１０ヶ所 
 

 平成２４年度 在宅医療連携拠点事業  

             採択事業所：全国１０５ヶ所（徳島県 ４ヶ所）   
 

  

①多職種協働による支援体制の構築 

②患者情報を共有したサポート体制 

③医療と介護が連携した在宅医療の提供

④市町村行政との協調体制   

       

       必須事業 
①多職種連携課題の解決策抽出 
②在宅医療従事者の負担軽減支援 
③効率的な医療提供 
④住民への普及啓発 
⑤在宅医療に従事する人材育成   



徳島市医師会 
在宅整備計画 
(平成18年～) 

 
①縦の連携 

 在宅医療支援センター 

 在宅緩和ケアネットワーク 

 後方支援病院ネットワーク 

 徳島スクウェア会議       

②横の連携 

 在宅療養支援診療所24時間 

  ネットワーク 

③情報発信 

 HPにおいて在宅療養支援診 

 療所の紹介 

④スキルアップ事業 

  在宅医療連携研修会 

 

 

24年度在宅医療連携拠点事業 
必須事業 

 
①多職種連携の課題に対する解決策 
 の抽出 

 多職種連携会議（年４回）   
②在宅医療従事者の負担軽減の支援 
 24時間対応する在宅医療提供の構築 
 情報共有システムの整備 

③効率的な医療提供のための多職種 
 連携 
 アウトリーチ、資源マップ作成 

④在宅医療に関する地域住民への普 
 及啓発 
 市民公開講座、パンフレットの配布 

⑤在宅医療に従事する人材育成 
    都道府県リーダー研修 
     地域リーダー研修 



拠点事業で明らかとなった 

徳島市の 問題  
   

 

  
 
１．徳島市に在宅医療を整備する部署がない 
 
２．在宅医療に対する市民の理解度が低い 
 
３．在宅医療に参入するかかりつけ医が少ない 
 
４．急性期病院における在宅医療への理解不足 
 
 



拠点事業で学んだこと 

  県と市町村と医師会がタッグを組む。 
 

   

  三者が将来を見据えた計画を立て、着実に実行する。 

 

       徳島市に、どう動いてもらう？ 



「徳島市」の意識を変える 

徳島市役所の意識を変える 

徳島市長の意識を変える 

徳島市会議員の意識を変える 

徳島市長の意識を変える 

徳島市役所の意識を変える 

※徳島県は必ずオブザーバーで 



「徳島市医師会と市長との懇親会」 
平成5年頃～ 

１．徳島市役所内に、在宅医療の担当部署を設置。 
  

２．在宅医療における市民公開講座の合同開催。 
 

３．徳島市役所内に在宅医療に関する市民からの 

      相談窓口を設置。 
 

  

原秀樹市長（現職３期目） 平成１６年～ 

市長等に対し、その時の社会情勢に 

応じて必要な施策を市医師会から提案。 

 

平成２４年、２５年の提案 



H.26市民公開講座 
熊本市長 来県 



徳島市議会議員との意見交換会 

【要望項目】 
１．徳島市役所内に、在宅医療の担当部署を設置。 
 

２．在宅医療における市民公開講座の合同開催。 
        

３．徳島市役所内に在宅医療に関する市民からの相談窓口 

  を設置。 
 

  



徳島あんしんタッグ 

徳島市医師会 
 

徳島市行政 
 

  徳島県 
    オブザーバー 

～徳島市と徳島市医師会による 
在宅医療・介護整備の意見交換会～ 



       

平成２４年度 拠点事業で得たこと。 
 

・徳島市の将来予測から在宅医療の新整備目標を設定。 
  具体的な将来予測から新たな整備目標を設定した。 
 

・市町村と医師会がタッグを組んで地域を支える。 
  何となくそう感じていたが、明確に打ち出してもらったことで背中を押された。 
  都道府県地域リーダー研修会に行政と共に参加したことで、着地点を共有出来た。 
 

・クラウドを利用した情報共有。 
  拠点事業費を利用することでクラウドを利用した情報共有環境を実現することが出来た。 
 

・全国の在宅医療の現状を知り、取り組む人たちと知り合いになれた。 
  先進地域の方々や様々な立場で拠点として頑張っている方々と率直な意見交換が出来た。 

拠点事業で感じたこと 

・地域格差の拡がり 

  他の進んでいる地域が羨ましくて、自分たちが出来ていないことが歯痒い。 

          地域格差を、どう解消する？ 



四国四市（徳島・高知・松山・高松）医師会長会議 

在宅部会WEB会議 

解決策 今までに培ってきたノウハウを互いに参考にし、 

                課題に対してともに知恵を絞ることでスピード感を 

                      持って地域の在宅医療を整備することが可能。 

問題  在宅医療への取り組みに地域格差が生じ、拡大。 
      

       要因：国策への反応スピード、行政との良好な連携体制の構
築、 
                      医師会が主導か否か・・・ 
        

環境  四市はともに四国の県庁所在地であり、互いに持ちうる 

       医療機能や医療資源は比較的似ている。 

       直面する課題や解決策も似ているはず。        



議論（８０分） 

紹介してください  教えてください 

議論２  在宅医療に取り組んでいる中で、行き詰まっ 

        ていること、他の医師会に聞いてみたいこと。 

各医師会持ち時間 １０分（議題提示３分、質疑応答７分）   

議論１  今、在宅医療に対して積極的に取り組んでい 

       ること。他の医師会に紹介したいこと。 



スクリーンに大写しで。 
各医師会の作成したスライドも 
スクリーンで見られます！ 

モニターに他の医師会の担当理事や 
事務局の皆さん達が写っています！ 



１．かかりつけ医：自分の患者は最期まで自分で診る体制。 

   医 師 会      ：できるだけ多くのかかりつけ医が在宅医療に参加 

              できる環境整備（多職種連携、情報共有）。 
 

２．徳島市医師会と行政(徳島市、徳島県)の協力体制の構築。 

    医師会：地域医療を担う役割を持つ、かかりつけ医の集合体。 

    行 政 ：医療･介護体制のグランドデザインを描く役割を担う立場。  

     官民が互いに理念を共有し、協調し合って在宅医療を整備。 
 

３．徳島市民への理解と協力依頼。 

    限られた医療資源(入院ベッド、介護施設等)をシェアしよう。 

  病状が軽いうちは、できるだけ「住み慣れた家で過ごす」という 

  地域の雰囲気作り。 
 

４．医療と介護との連携体制。 

 

徳島市医師会 

（新）在宅医療の整備に対する基本方針 



徳島県 

徳島市(補助事業者) 

①多職種連携の   
   課題の解決策 
   の抽出 

②多職種連携体 
   制・24時間対 
   応体制の整備 

⑤在宅医療に関 
   する相談窓口 
   の設置                 

④住民への普及 
    啓発 

③在宅医療に従 
   事する人材の 
   育成 

【徳島市医師会】(実施事業者) 

※徳島西医師会と連携 

地域医療再生基金の活用 

 徳島市在宅医療連携拠点事業  

平成２５年１０月～平成２８年３月 

必須事業 

徳島市在宅医療連携協議会 

会  長 ⇒市医師会長  副会長 ⇒市保健福祉部長 
事務局 ⇒市医師会  

徳島市医師会 
徳島西医師会 
徳島市歯科医師会 
徳島市薬剤師会 
徳島県医師会 
 

 
 
徳島県慢性期医療協会 
徳島県看護協会 
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ連絡協議会 
徳島保健所 
徳島市地域包括支援ｾﾝﾀｰ 
 
 

徳島県介護支援専門員協会 
博愛記念病院 
徳島往診ｸﾘﾆｯｸ 
徳島市保健福祉部 
徳島県医療政策課 

拠点事業の方針を決定 



 
 
 
 
連携       
 
 
 
 
情報の共有 
        ICTを活用したクラウド型情報共 
        有システム運用 
 
 
  

①多職種連携の課題の   
   解決策の抽出 

②多職種連携体制・24 
   時間対応体制の整備 

⑤在宅医療に関する相談 
   窓口の設置                 

④住民への普及啓発 

③在宅医療に従事する人 
   材の育成 

 徳島市在宅医療連携拠点事業  

必須事業 

⑥地域格差の是正                

質の高い在宅医療 
 
   連    携 
   情報の共有 

ケアマネ・ブラッシュアップセミナー 
地域リーダー研修の参画 
在宅緩和ケア研修会 

 
 
 
 

多職種       キーパーソン３ 
              ケアマネ・プラス 
              三師会 在宅部会 
              ケアマネタイムの作成 

 
 
 
 

同職種      在支診24時間ﾈｯﾄﾜｰｸ 
             後方支援病院ﾈｯﾄﾜｰｸ 
             在宅医療ﾈｯﾄﾜｰｸ 

   
 
 
 
 

行政        徳島あんしんタッグ 

   
 
 
 
 

市民公開講座 
HPで在支診や在宅医療の取り組みを紹介 
出張出前講座の開催 

 
 
 
 

在宅医療支援センター 
 
徳島市地域包括支援センター 

 
 
 
 

とくしま在宅医療と介護の総合相談支援センター 

 
 
 
 四国四市医師会 在宅部会  WEB会議  

 
 
 
 



   
とくしま在宅医療と介護の総合支援センター 

平成２６年11月開設 
           

       

   

平成２６年4月～ 

                 ・職員数：常勤２人 

               ・相談件数：15件/月 
 

     

【地域包括支援センター】 

    平成１８年４月～ 
 

     ・職員数：約５０人 
       ・相談件数：２８００件/月 
 
 

医 療 介 護 

 【在宅医療支援センター】 

両センターをワンフロアに集約し、一体的に運営できる環境を実現。 



｢地域医療介護総合確保基金｣ 
どう使う？ 

徳島あんしんタッグ 

（徳島市＋市医師会） 

     徳島県 
   医療計画 策定 

５１医療機関（医療政策を担う中核的医療機関） 
１３医師会 
４ 社団法人 

２ 医育機関   



ご清聴 ありがとうございました。 


